
市
・
県
民
税
﹇
場
所
﹈

市
民
税
課（
市
役
所
２
階
）

申
告
が
必
要
な
人

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

申

告

書

の

記

入

申
告
に
必
要
な
も
の

平平
成成
１１９９
年年
度度
市市
・・
県県
民民
税税

のの
税税
率率
変変
更更
にに
つつ
いい
てて

税源移譲イメージ

定
率
減
税

定
率
減
税

廃
止

平成１８年度
（平成１７年分所得）
市・県民税

平成１９年度（平成１８年分所得）
市・県民税

税源移譲による税負担増なし

平成１９年分所得税

平成１８年分所得税

廃
止

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈市
民
税
課

�（
６
２
１
）５
０
６
３
〜
５

０
６
５

所
得
税
な
ど
﹇
場
所
﹈

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま（
山
城
町
）

確
定
申
告
が
必
要
な
人

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

確

定

申

告

会

場

個
人
事
業
者
の
消
費
税（
地

方
消
費
税
含
む
）の
確
定
申

告
は
、４
月
２
日
�
が
申
告
・

納
付
の
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
税
務
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈徳
島
税
務

署
�（
６
２
２
）４
１
３
１
、

税
務
相
談
室
�（
６
２
５
）１

９
３
３

No.７５２

平
成
１９
年
度
の
市
・
県
民
税

は
、
平
成
１８
年
中
の
所
得
か
ら

算
出
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
昨

年
の
中
途
で
退
職
し
現
在
所
得

が
な
く
て
も
、
昨
年
１
月
１
日

か
ら
退
職
す
る
ま
で
に
受
け
た

給
与
な
ど
の
所
得
が
課
税
対
象

に
な
り
ま
す
。

一
方
、
こ
と
し
就
職
な
ど
に

よ
っ
て
所
得
が
あ
っ
て
も
、
昨

年
所
得
が
な
か
っ
た
人
は
、
平

成
１９
年
度
の
市
・
県
民
税
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

※
徳
島
市
内
に
住
所
を
有
し
な

い
人
で
も
、
同
市
内
に
事
務
所

・
事
業
所
や
家
屋
敷
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
均
等
割
を
納
め
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
１９
年
１
月
１
日
現
在
、

徳
島
市
内
に
住
み
、
平
成
１８
年

中
に
所
得
の
あ
っ
た
次
の
人
。

▼
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外

に
所
得
の
あ
っ
た
人

▼
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か

ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書

の
提
出
の
な
い
人

▼
営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど

の
所
得
の
あ
る
人
で
、
所
得
税

の
か
か
ら
な
い
人

▼
給
与
所
得
や
年
金
所
得
だ
け

の
人
で
、
医
療
費
控
除
・
雑
損

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
（
年
金
所
得
だ

け
の
人
は
、
社
会
保
険
料
控
除

・
配
偶
者
特
別
控
除
な
ど
も
申

告
が
必
要
で
す
）

▼
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
、勤

務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が

市
役
所
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

▼
税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
人

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人

に
は
、申
告
書
を
お
送
り
し
ま

す
。申
告
書
は
、「
申
告
の
手
引
」

を
よ
く
お
読
み
に
な
り
、納
税
者
ご

自
身
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
の
届
か
な
か
っ
た
人

で
、
申
告
の
必
要
な
人
は
、
市

民
税
課
（
市
役
所
２
階
）
ま
た

は
各
支
所
に
あ
る
申
告
書
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
市
・
県
民
税
申
告
書

▼
印
鑑
（
認
め
印
）

▼
平
成
１８
年
中
の
所
得
計
算
に

関
係
の
あ
る
帳
簿
・
領
収
書
・

源
泉
徴
収
票
な
ど

▼
平
成
１８
年
中
に
支
払
っ
た
国

民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
、
介
護
保
険
料
、
生
命
保

険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
、
損

害
保
険
料
、
医
療
費
な
ど
の
領

収
書
ま
た
は
証
明
書
な
ど

国
か
ら
の
税
源
移
譲
で
市
・

県
民
税
の
税
率
が
変
更
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
平
成
１９
年
度
の

市
・
県
民
税
の
税
額
が
変
動
し

ま
す
が
、
税
源
移
譲
に
よ
る
税

負
担
増
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
定
率
減
税
が
所
得

税
、
市
・
県
民
税
と
も
に
全
廃

に
な
る
た
め
、
そ
の
影
響
で
税

負
担
増
と
な
り
ま
す
。

◆

◆

◆

そ
の
他
の
改
正
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
広
報
と
く
し
ま
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
納

税
者
自
ら
が
、
税
法
に
従
い
、

所
得
金
額
と
税
額
を
正
し
く
計

算
し
、申
告
と
納
税
を
行
う「
申

告
納
税
制
度
」
を
採
っ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
申
告
書
は
自
分

で
書
い
て
、
で
き
る
だ
け
郵
送

な
ど
で
早
め
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

平
成
１８
年
分
の
所
得
税
・
贈

与
税
の
確
定
申
告
は
、
３
月
１５

日
�
が
申
告
・
納
付
の
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、

土
地
や
建
物
の
売
却
に
よ
る
譲

渡
所
得
な
ど
が
あ
る
人
で
、
平

成
１８
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
基

礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合

計
額
を
超
え
る
人

▼
給
与
所
得
者
で

◇
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を

超
え
る
場
合

◇
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も

ら
っ
て
い
る
場
合

◇
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

の
所
得
金
額
（
地
代
・
家
賃
・

原
稿
料
な
ど
）
の
合
計
額
が
２０

万
円
を
超
え
る
場
合
な
ど

※
贈
与
税
に
つ
い
て
は
税
務
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
画
面
の
案
内
に
し
た
が

っ
て
入
力
す
る
こ
と
で
、
所
得

税
な
ど
の
申
告
書
を
簡
単
に
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）

●
郵
送
な
ど
に
よ
る
提
出＝

作

成
し
た
申
告
書
を
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
普
通
紙
で
出
力

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
提

出＝
e

‐Tax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.e

‐tax.nta.go.jp

）

所
得
税
の
確
定
申
告
会
場
は

次
の
と
お
り
で
す
。

﹇
会
場
﹈
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

（
山
城
町
東
浜
傍
示
１
）

﹇
期
間
﹈
２
月
１
日
�
〜
３
月

１５
日
�
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
。
た
だ
し
、
２
月
１８
日
・
２５

日
の
日
曜
日
は
実
施
し
ま
す
）

﹇
受
付
時
間
﹈
９
時
〜
１６
時

な
お
、
こ
の
期
間
、
徳
島
税

務
署
庁
舎
内
で
は
申
告
会
場
を

設
け
て
い
ま
せ
ん
。

市
・
県
民
税
（
地
方
税
）
や
所
得
税
（
国
税
）
な
ど
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
こ
と
し
の

申
告
期
間
は
、
２
月
１６
日
�
か
ら
３
月
１５
日
�
ま
で
で
す
。
税
金
は
、
地
方
自
治
体
が
行
う
福
祉
、

教
育
、
道
路
整
備
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
費
用
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
、
い
わ
ば
市
民
の
会
費
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
税
金
を
公
正
に
納
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

帳
簿
や
記
録
な
ど
に
基
づ
い
て
適
正
に
税
額
を
算
出
す
る
手
続
き
が
申
告
で
す
。
税
の
申
告
が
必

要
な
人
は
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

税税税税
のののの
申申申申
告告告告
をををを
忘忘忘忘
れれれれ
ずずずず
にににに

申申申申
告告告告
受受受受
けけけけ
付付付付
けけけけ
はははは
２２２２
月月月月
１１１１６６６６
日日日日
〜〜〜〜
３３３３
月月月月
１１１１５５５５
日日日日

申告はお早めに（市役所２階市民税課）

簡簡簡単単単・・・便便便利利利ななな郵郵郵送送送申申申告告告をををごごご利利利用用用くくくだだださささいいい
徳島市では、郵送申告の受け付けを

しています。お送りする市・県民税申
告書と併せて、返信用封筒を同封して
ありますのでご利用ください。
平成１８年中収入がなかったなど、税

の申告義務がない人でも、平成１９年度
の所得証明などが必要となる人、各種
行政サービスの提供を受けるため市で
の所得確認が必要となる人も郵送申告をご利用ください。
［郵送申告の注意事項］
●給与・年金などの源泉徴収票がある場合は、写しを添付。
●生命保険料の証明書など必要な書類は必ず添付。
●申告書の名前や押印欄、自宅・勤務先電話番号は必ず記入。
●申告書は正確・明瞭に記入。
※記入方法など不明の点は、市民税課までお問い合わせく

ださい。

年金受給者の確定申告
説明会を開催します

公的年金収入のみの人で源泉徴収税額のある人
を対象に、税理士を講師に「確定申告説明会」を
開催します。
［日時］２月１３日�～１５日� ９：００～１２：００

１３：００～１６：００
［場所］市役所１階 国際親善コーナー
［持ってくるもの］①税務署から送付された確定申
告書（送付されていない人は当日交付します）②
公的年金の源泉徴収票③印鑑④預金口座番号（本
人のものに限ります）が分かるもの⑤平成１８年中
に支払った健康保険料・介護保険料・生命保険料
・個人年金保険料・損害保険料・医療費などの領
収書または証明書⑥社会保険料（国民年金保険
料）控除証明書
［問い合わせ先］四国税理士会徳島支部（�６２３－
０４２４）、市民税課（�６２１－５０６３・５０６４・５０６５）

月１日
発行：徳島市（毎月１日・１５日発行）

〒７７０‐８５７１
徳島市幸町２丁目５
�（０８８）６２１―５１１１（代表）

２2007 平成１９年１月１日現在
（前月比）

（＋１３）
（－４）
（＋１７）
（＋６３）

人 口 ２６１，６６４人
男 １２４，６２６人
女 １３７，０３８人

世帯数 １０９，５６９世帯
面 積 １９１．３９�

●徳島市の広報番組

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日 １１：５０～正午放送

『 徳 島 市 Ｎ Ｏ Ｗ 』（ケーブルテレビ徳島）毎日３回週替わりで放送

徳島市は、個人情報の取扱いについては、「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。
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あ
な
た
の
血
糖
の
状
態
を
確
認

免免

除除

制制

度度

若若
年年
者者
納納
付付
猶猶
予予
制制
度度

免免
除除
・・
納納
付付
猶猶
予予
のの
手手
続続
きき

糖
尿
病
栄
養
相
談

第７５２号 平成１９年２月１日 （２）

私
た
ち
が
食
べ
た
も
の
（
主

に
ご
は
ん
や
パ
ン
、
果
物
な
ど

に
含
ま
れ
る
糖
質
）
は
、
消
化

・
分
解
さ
れ
て
ブ
ド
ウ
糖
と
な

り
、
血
液
中
を
循
環
し
ま
す
。

血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
（
血
糖
）

は
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ

ン
の
働
き
で
、
体
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
運
動
不
足
、
食
べ
過

ぎ
、
多
量
の
飲
酒
、
砂
糖
の
多

量
摂
取
な
ど
を
く
り
返
す
と
、

イ
ン
ス
リ
ン
が
不
足
し
た
り
、

働
き
が
悪
く
な
っ
て
き
ま
す
。

す
る
と
血
糖
が
体
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
う
ま
く
利
用
さ
れ
ず
、

血
液
中
で
増
加
し
ま
す
。
こ
の

状
態
が
長
く
続
く
と
糖
尿
病
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。

糖
尿
病
は
、
か
な
り
病
状
が

進
ま
な
い
と
全
く
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
血
糖
が
少
し
高
め
（
糖

尿
病
と
診
断
さ
れ
る
前
の
境
界

型
）
の
段
階
で
も
、
血
管
の
動

脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
心
筋
梗

塞
や
脳
梗
塞
の
危
険
が
高
ま
り

ま
す
。

病
状
の
進
行
を
食
い
止
め
、

動
脈
硬
化
の
進
行
や
糖
尿
病
性

腎
症
・
神
経
症
な
ど
糖
尿
病
特

有
の
合
併
症
を
予
防
す
る
た
め

に
は
、
健
診
を
受
け
て
糖
尿
病

の
兆
し
を
早
期
に
発
見
し
、
生

活
習
慣
の
改
善
や
治
療
を
始
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

糖
尿
病
の
状
態
は
、
空
腹
時

血
糖
、
経
口
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試

験
、
ま
た
１
〜
２
カ
月
間
の
平

均
的
な
血
糖
値
の
状
態
が
わ
か

る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
な
ど

か
ら
総
合
的
に
診
断
さ
れ
ま
す

（
上
表
参
照
）。ま
た
、
糖
尿
病

の
初
期
や
予
備
軍
で
は
、
空
腹

時
血
糖
に
異
常
が
現
れ
な
い
場

合
が
あ
る
の
で
、
肥
満
の
人
な

ど
は
詳
し
く
検
査
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

健
診
結
果
か
ら
あ
な
た
の
血

糖
の
状
態
を
確
認
し
、
異
常
が

み
ら
れ
た
場
合
は
、
必
ず
再
検

査
や
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
糖
尿
病
は
、
生
活
習
慣

を
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
る
病
気
で
す
。

食
事
・
運
動
を
中
心
と
し
た
生

活
習
慣
に
改
善
し
、
適
正
な
血

糖
値
の
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

平成１９年４月からのバナー広告を募集します ああ
なな
たた
はは
大大
丈丈
夫夫
でで
すす
かか
？？

糖糖糖糖
尿尿尿尿
病病病病
をををを
予予予予
防防防防
しししし
よよよよ
うううう

徳島市では新たな財源の確保と地域経済の活性化を図るた
め、市のホームページにバナー広告の枠を設けています。
［掲載するページ］徳島市ホームページのトップページ（http:/
/www.city.tokushima.tokushima.jp/）
［掲載位置］
�トップページの右上段
に掲載します。
�掲載枠の位置について
は指定できません。
�掲載位置に、「広告」
であることを示します。
［広告掲載料］１枠あたり月額２万円（税込み）
［広告掲載枠数］６枠
［申し込み］本市指定の広告掲載申込書を２月１日�～１６日�
（郵送の場合は必着）に広報広聴課に提出。
なお、詳細は、徳島市ホームページに掲載しています。

［問い合わせ先］広報広聴課（�６２１－５０９１）

経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
、

ど
う
し
て
も
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
と
き
に
、
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
情
が
あ
っ
て
納
め
ら
れ

な
い
場
合
は
、
免
除
や
猶
予
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

免
除
制
度
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

免
除
が
承
認
さ
れ
る
と
、
そ

の
期
間
は
年
金
受
給
資
格
期
間

と
し
て
計
算
さ
れ
、
そ
の
期
間

の
年
金
額
は
、
全
額
納
付
し
た

と
き
の
３
分
の
１
か
ら
６
分
の

５
と
し
て
年
金
額
に
反
映
さ
れ

ま
す
。

３０
歳
未
満
の
被
保
険
者
と
そ

の
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
被
保
険
者
が
３０
歳

に
到
達
す
る
日
の
前
月
ま
で
の

保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

そ
の
期
間
は
年
金
受
給
資
格
期

間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

﹇
必
要
書
類
﹈年
金
手
帳
、
印
鑑

な
ど
を
持
参
し
、
保
険
年
金
課

１０
番
窓
口
（
市
役
所
１
階
）
で

申
請
。
な
お
、
代
理
申
請
の
場

合
は
代
理
人
の
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証

な
ど
）
が
必
要
で
す（
同
居
の

親
族
以
外
が
申
請
す
る
場
合
は
、

委
任
状
も
必
要
）。

﹇
追
納
﹈免
除
や
納
付
猶
予
を
受

け
た
期
間
の
保
険
料
は
１０
年
以

内
な
ら
追
納
で
き
ま
す
が
、２
年

を
超
え
る
と
、追
納
す
る
額
は
そ
の

当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
額
を

加
算
し
た
金
額
に
な
り
ま
す
。

国民年金

保保
険険
料料
をを
納納
めめ
らら
れれ
なな
いい
とと
きき
はは

免免
除除
やや
猶猶
予予
制制
度度
のの
ごご
利利
用用
をを

つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

﹇
日
時
﹈３
月
６
日
�
、７
日
	
、

８
日
�
、１２
日


、１３
日
�
、１４

日
	
、１５
日
�
、１６
日
�
。
い
ず

れ
も
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３

時
３０
分
（
７
日
	
は
午
前
９
時

３０
分
〜
午
後
１２
時
）。１
人
１
時

間
程
度

﹇
場
所
﹈保
健
セ
ン
タ
ー（
沖
浜

東
２
）２
階
栄
養
相
談
室

﹇
対
象
﹈糖
尿
病
や
血
糖
値
が
気

に
な
る
４０
〜
６４
歳
の
市
民
。

﹇
内
容
﹈管
理
栄
養
士
に
よ
る
食

事
に
関
す
る
個
別
指
導
。希
望

者
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ

る
食
生
活
診
断
も
実
施
。

﹇
定
員
﹈先
着
順
で
各
日
４
人

（
３
月
７
日
	
は
２
人
）

﹇
参
加
費
﹈無
料

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈電
話
で
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
。準
備
の
た
め
、２

月
９
日
�
ま
で
に
申
し
込
み
を
。

今
回
、
提
案

す
る
大
作
戦
は
、

「
食
品
用
ラ
ッ

プ
の
使
用
量
を

大
幅
に
減
ら
そ

う
！
」
で
す
。

新
品
の
食
品

用
ラ
ッ
プ
１
本

の
重
さ
は
、
外

側
の
紙
箱
も
含

め
る
と
約
１
５

０
ｇ
。
各
家
庭

で
１
年
間
に
１２

本
使
用
し
た
ら
、
重
さ
は
年
間

で
１
・
８
㎏
に
な
り
ま
す
。

も
し
、
市
内
約
１１
万
世
帯
で

食
品
用
ラ
ッ
プ
の
使
用
量
を
半

分
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

一
年
間
で
約
１
０
０
ト
ン
も
消

費
量
が
抑
制
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
に
伴
い
、
ご
み
と
し

て
排
出
さ
れ
る
ラ
ッ
プ
、
紙
箱
、

ラ
ッ
プ
の
芯
な
ど
も
大
幅
に
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

食
品
用
ラ
ッ
プ
の
使
用
量
を

減
ら
す
た
め
に
、
食
品
を
保
存

し
た
り
、
電
子
レ
ン
ジ
で
温
め

る
と
き
は
、
ふ
た
付
き
の
密
閉

容
器
や
耐
熱
容
器
に
代
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
食
品
用
ラ
ッ
プ
を
使

用
す
る
際
に
は
、
必
要
な
長
さ

だ
け
切
っ
て
使
っ
た
り
、
小
鉢

な
ど
に
使
う
場
合
は
、
幅
の
狭

い
ミ
ニ
サ
イ
ズ
を
使
用
す
る
な

ど
、
無
駄
を
出
さ
な
い
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
「
食
べ
残
し
を
し
な

い
」「
家
族
で
そ
ろ
っ
て
食
事
を

す
る
」「
食
べ
る
分
だ
け
調
理
す

る
」
な
ど
食
品
用
ラ
ッ
プ
の
使

用
を
減
ら
せ
る
よ
う
生
活
を
見

直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

ちりも積もれば…

ごごみみ減減量量徳徳島島市市民民大大作作戦戦 No．１０

食品用ラップの使用量を減らそう！

ごみゼロん！
（ごみ減量マスコット）

ご存じですか？保健センター
（ふれあい健康館内）

なんでも相談市民センター
市役所１階 �６２１－５２００・５１２９２月の無料相談

女性センター アミコビル４階

法テラス（正式名称「日本司法支援センター」）
は、総合法律支援法に基づいて設立された法人
です。
法的なトラブルを抱えお困りの人に、最適な
相談窓口や法制度の紹介（法律相談は実施して
いません）をするほか、民事法律扶助や犯罪被
害者支援などを行っています。

［法テラスコールセンター］
�０５７０－０７８３７４ （平日９：００～２１：００ 土
曜日９：００～１７：００）
HPアドレスhttp://www.houterasu.or.jp

※は保健師、他は医師が相談に応じます。
※託児あり（１歳～就学前まで。要申し込み） ＊※は予約制で、７日	８：３０から電話でのみ予約受

付。先着２７人（各日９人）で１人２０分以内。
＊行政相談委員相談は、ふれあい健康館１階相談室
でも実施。［とき］２１日	１３：００～１５：００
＊司法書士相談は、シビックセンター５階第２活動室で
も実施。［とき］１１日�・２５日�１０：００～１２：００

《パートタイム労働なんでも相談》
�６２４－２６１１
［対象］市内在住・在勤・在学の人
［日時］９日� １０：００～１２：００

［問い合わせ先］法テラス徳島（�０５０－３３８３－
５５７５）、なんでも相談市民センター（�６２１－
５２００）

血糖値（mg/dl）
２時間値
１３９以下
１４０～１９９
２００以上

ヘモグロビンA１c
５．４以下

５．５～６．０

６．１以上

空腹時
１０９以下
１１０～１２５
１２６以上

正常型
境界型
糖尿病型

正常
糖尿病の可能性を
否定できない人
糖尿病が強く疑わ
れる人

受給時

年金額に
３分の１
が反映

年金額に
２分の１
が反映

年金額に
３分の２
が反映

年金額に
６分の５
が反映

保険料

全額（月
額１３，８６０
円）免除

月額
３，４７０円

月額
６，９３０円

月額
１０，４００円

区 分

・障害基礎年金の受給権者に
なったとき
・生活保護（生活扶助）を受
けているとき（生活保護を受
け始めたとき、廃止になった
ときは、届け出が必要）

所得が一定額以下で、保険料
の納付が困難な人は、申請に
より保険料の全額を免除。

所得が一定額以下で、保険料
の全額納付が困難な人は、申
請により保険料の４分の３を
免除。

所得が一定額以下で、保険料
の全額納付が困難な人は、申
請により保険料の半額を免除。

所得が一定額以下で、保険料
の全額納付が困難な人は、申
請により保険料の４分の１を
免除。

法
定
免
除

申

請

免

除

《ウオーキング相談》�６５６－０５３１
［対象］市内在住で医師から運動制限の指
示を受けていない４０歳以上の人【要予約】
［日時］６・２０日�１３：００～１５：００

《女と男の生き方相談》
�６２４－２６１３
［対象］市内在住・在勤・在学の人

◆女性センター開所日
１０：００～１７：００
〈休〉日曜、火曜、祝日

年末年始

１８：００～２０：００
２日�・７日	
９日�・１４日	
１６日�・２１日	

一 般 相 談
カウンセリング
・電話
・面談（要予約）

夜 間 相 談
・電話（要予約）
・面談（要予約）

《専門員による相談》［対象］市内在住の人
１３：００～１６：００
１３：００～１５：００
１３：３０～１６：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１３：００

１３：００～１６：００

９：００～１５：３０

９：００～１５：３０

１４・２１・２８日	
５日

６・２０日�
１・１５日�
毎週月・金曜
毎週火曜
２２日�

８日�

毎週月～金曜

毎週月～金曜

弁 護 士※
行政相談委員
人権擁護委員
土地家屋調査士
司 法 書 士
行 政 書 士
住まいづくり
社会保険労務士
（ 年 金 相 談 ）

心 配 ご と
（相続・離婚など）

交 通 事 故

《医師・保健師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人【要予約】

１３：００～１５：００

１３：３０～１５：３０

１３：００～１５：００
１３：３０～１５：３０

１３：００～１５：００

１３：００～１７：００

１３・２７日�

１４日	

１３・２７日�
１４日	

１５日�

２８日	

一般健康相談
禁煙支援相談

認知症予防相談
こころの健康相談

家族などの介護を
行う人の健康相談

歯 科医師相談

生活習慣改善相談※

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈生
活
環
境

課

�（
６
２
１
）５
２
０
２

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈保
健
セ
ン

タ
ー
�（
６
５
６
）０
５
３
１

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈保
険
年
金

課
�（
６
２
１
）５
１
６
２

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。



内 容

パースの基本的知識

一消点パースの基本

二消点パースの基本

彩色

全１０回。時間は、いずれも１８：３０～２０：３０

開催日

２月２０日�
２月２２日�
２月２７日�
３月１日�
３月６日�
３月８日�
３月１３日�
３月１５日�
３月２０日�
３月２２日�

回

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

内 容

精神保健ボランティアについて
精神障害者の理解について

あわっこ作業所体験
グループワーク

当事者・家族からのメッセージ、精神保
健ボランティアグループ活動報告 他

時間は、いずれも１４：００～１６：００。全３回。

開催日

２月１３日�

２月２０日�

２月２７日�

回

１

２

３

必要なもの

・本人の印鑑
・ナンバープレート
※代理人へ依頼
の時は両者の印鑑

詳しくは左記ま
で問い合わせを

詳しくは左記ま
で問い合わせを

手続き場所

市役所
市民税課
�６２１－５０６７

県軽自動車協会
�６４１－２０１０

四国運輸局
徳島運輸支局
�０５０－５５４０－２０７４

車 種

原動機付自転車
小型特殊自動車

軽四輪等
[軽二輪（１２６～
２５０cc）を含む]

２５０ccを超える
二輪車

芸能祭

美術展

徳島城射初め演武

新成人記念射会

（３） 平成１９年２月１日 第７５２号

INFORMATION

募 集

徳島市民病院
臨時理学療法士・臨時言語聴覚士
市民病院に勤務する臨時理学療法士と臨
時言語聴覚士を募集。応募資格は、それぞ
れの資格を持つ５０歳以下の人。採用予定は
理学療法士１人、言語聴覚士１人。勤務は
４月１日から。日給は７，９５０円（平成１８年
度の参考額。４月以降は改定あり）。駐車場
あり（有料）。
申 市民病院管理課（�６２２－５１２１内線３４０）

市立保育所
短時間勤務の保育士
平成１９年度に市立保育所に午前または午
後に短時間（１日３時間）勤務する保育士
を募集。応募資格は保育士登録をしている
人か、３月３１日までに登録ができる見込み
の人。募集は若干名。採用は４月１日から。
日給は３，４００円以内。
申 履歴書を持参し、２月２０日�までに保
育課（市役所南館２階 �６２１－５１９５）へ。

パース（透視図）初級講座
市立木工会館（福島１）１階交流室で。
対象は市内に在住または在勤の人。定員１０
人（先着順）。受講料は３，０００円（全１０回分）。

申 電話、ファクス、またはメールで２月
１５日�１７：００までに�徳島市地場産業振興
協 会（�６２６－２４５３ �６２６－２４７３ info@
jibasan.org）へ。

くらしの講座
２月１９日�１３：３０～１５：３０。シビックセ
ンター５階第１活動室で。テーマは「悪徳
商法の被害を防ぐには」。講師は消費生活ア
ドバイザー・加渡いづみさん。定員は４０人
（先着順）。受講は無料。
申 １０：００～１８：００に徳島市消費生活セン
ター（�６２５－２３２６）へ。火曜、祝日は除く。

徳島ガラススタジオ
赤ちゃん誕生記念品の制作
２月１１日�・２５日	９：００～１２：００。徳
島ガラススタジオ（勝占町中須）で。足型
は３カ月児、手型は１歳児くらいから。定
員は各１０人（先着順）。１個４，０００～５，０００円。
申 １０：００～１７：００に徳島ガラススタジオ
（�６６９－１１９５）へ。

応急手当の実技講習会
２月１８日	１３：００～１６：００。西消防署（庄
町１）で。人工呼吸法や心臓マッサージ、
AED取り扱いなど。受講は無料。
申 東消防署（�６５６－１１９５）、西消防署（�
６３１－０１１９）

精神保健ボランティア養成講座
ふれあい健康館（沖浜東２）３階研修室
２・あわっこ作業所（寺島本町東１）で。
定員は３０人（先着順）。受講は無料。

申 徳島市社会福祉協議会（�６２５－４３５６）

催 し

ニュースポーツのつどい
２月１０日
９：００～１２：００。内町小学校
（徳島町城内）体育館・グラウンドで。ペ

タンクとカローリング。参加は無料。希望
者は直接会場へ（カローリング参加者は体
育館シューズを持参で）。
問 スポーツ振興課（�６２１－５４２７）

第２７回徳島市障害者福祉展
２月１０日
１０：００～１７：００。ふれあい健
康館（沖浜東２）１階きっかけ空間で。障
害のある人の作品の展示・即売のほか、茶
席、手話コーラスなど。参加は無料。
問 福祉課（�６２１－５１７７ �６２１－５３００）

第２７回徳島市青少年芸能祭
２月１１日�１１：００～１５：３０。ふれあい健
康館（沖浜東２）で。ステージや体験コー
ナーでの催しなど。景品が当たる抽選会も
開催。参加は無料。
問 社会教育課（�６２１－５４１７）

ふれあい健康館の催し
ふれあい健康館（沖浜東２）１階きっか
け空間で。いずれも参加は無料。
◆節分を楽しもう＝２月３日
１３：３０～１５：
００。折り紙の赤鬼・青鬼作り、豆まき。
◆グリーティングハートコンサート＝２月
４日	１４：００～１５：００。テーマは「音楽と言
葉と創作物の遊び空間」。バンド演奏、アカ
ペラ、コントなど。
問 ふれあい健康館ボランティア係（�６５７
－０１９０）

お 知 ら せ

市議会議員選挙
立候補予定者説明会
２月１６日�１０：００～。市役所１３階大会議
室で。５月１日任期満了による市議会議員
一般選挙の事務説明会を開催。届出書など
を配布するので、関係者は出席を。
問 選挙管理委員会事務局（�６２１－５３７３）

特別障害者・障害児
福祉手当の申請
在宅の重度障害者（児）に対し、特別障
害者手当や障害児福祉手当を支給する制度
あり。ただし、障害の程度、所得状況など
の条件があるので、詳しくは問い合わせを。
問 福祉課（�６２１－５１７７）

物品納入業者の登録
申請を追加受け付け
徳島市が平成１９年４月１日～平成１９年９
月３０日に発注する物品関係の指名競争入札
参加資格審査申請を追加受け付け。
申 所定の用紙で、２月２８日�までに管財
課（市役所７階 �６２１－５０５５）へ。

原付・軽自動車などの
廃車手続きは３月末までに
軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有
者（使用者）に課税。乗れなくなった原動
機付自転車や軽自動車などは３月３０日�ま

でに下表の場所で廃車手続きを。
また、廃棄・盗難・譲渡などにより既に
所有していない場合も、手続きが必要。

問 市民税課（�６２１－５０６７）

農地の貸し借りの
申し出を受け付け
農業経営基盤強化促進法により、農地の
貸し借りの申し出を受け付け。対象は、市
街化調整区域内の農地で、借り手は経営規
模の拡大を志向する農家。特徴は ▽農地法
の許可は不要で小作地所有の制限は受けな
い ▽契約期間が過ぎれば離作料を支払うこ
となく確実に返してもらえる－など。
申 貸し手・借り手の印鑑、貸借する土地
の登記事項証明書を持参し、２月９日�ま
でに農業委員会事務局（市役所３階 �６２１
－５３９３）へ。

津波に備え、吉野川河口部の８樋門
４月からゲート自動化
東南海・南海地震などによる津波の進入
を防ぐため、吉野川河口部の国が管理する
８つの樋門（ひもん）［宮島・榎瀬・正法寺
・前川・沖ノ洲・新町・飯尾川第一・角ノ
瀬］は、４月１日から、震度５弱以上の地
震が発生した場合および大津波警報が発令
された場合に、ゲートを自動で閉鎖。
問 国土交通省徳島河川国道事務所（�６５４
－９２６６）、危機管理課（�６２１－５５２７）

検察審査会制度を
ご存じですか？
検察審査会制度とは、検察官が被疑者（犯
人と思われる人）を不起訴処分としたこと
（裁判にかけなかったこと）に納得出来な
い被害者などからの申し立てにより、その
処分の善しあしを国民から選ばれた検察審
査員が審査する制度。
問 徳島検察審査会事務局（�６５２－３１４１）、
市選挙管理委員会（�６２１－５３７３）

郵送します「広報とくしま」
広報とくしまは、毎月１日と１５日に徳島
・朝日・読売・毎日・産経・日経の各新聞
に折り込んで届けており、これらを購読し
ていない人には希望により郵送。連絡を。
問 広報広聴課（�６２１－５０９１）

第第３３５５回回徳徳島島市市芸芸術術祭祭
２月４日	１２：３０～。徳島市立文化センタ
ーで。市文化協会加盟団体による邦楽、日本

舞踊、人形浄瑠璃、バレエ、和太鼓、民踊の演技披露。入

場料は５００円。

▽前期＝２月１６日�～１９日�＝書道・デザ
イン・彫刻・美術工芸▽後期＝２月２３日�～

２６日�＝洋画・日本画・写真。シビックセンターギャラリ
ーで。市民の皆さんなどが制作した作品を展示。入場無料。

［問い合わせ先］徳島市文化協会事務局（文化振興課内 �
６２１－５１７８）

燃やせるごみ・資源ごみの収集
２月１２日�の該当地区は、平常どお
りごみを収集します。
問 生活環境課（�６２１－５２１７）

徳徳徳島島島城城城博博博物物物館館館ののの催催催ししし市市立立図図書書館館◆◆◆考古資料館企画展◆◆◆ ３／２５�まで開催

鮎鮎喰喰川川流流域域のの人人々々ののくくららししとと文文化化 〈２月のおはなし室プログラム〉

かつて徳島藩で、藩主が家臣による新年のあいさつを
受ける際に一年の無事と武運長久を祈って行われていた
行事を古式にのっとり再現します。
［とき］２月１１日�１０：００～※雨天の場合は１２日


［ところ］旧徳島城表御殿庭園
［演武］徳島城射初め保存会（浦
上同門会有志）

ことし２０歳を迎える新成人
（弓道経験者）による競技形
式の射会です。
［とき］２月１１日�１３：００～
※雨天の場合は１２日

［ところ］旧徳島城表御殿庭園

［問い合わせ先］徳島城博物館（�６５６－２５２５）

対象は幼児～
小学低学年生。
いずれも、定員
は当日先着６０人。
参加は無料です。

～縄文から弥生へ～
鮎喰川下流域には、縄文時代以降、特
に弥生時代においては、東岸の名東遺跡、
鮎喰遺跡、南庄遺跡、庄遺跡、西岸の矢
野遺跡などで大小の集落が営まれ、方形
周溝墓などの墓も多数発見されています。
今回の企画展では、考古資料の展示を
通して、当時の人々のくらしと文化の実
像の一端に迫ります。
［会期］３月２５日	まで ［会場］市立考古資料館（国府町西矢野）展示室
［展示資料］鮎喰川下流域の縄文時代から弥生時代の集落遺跡、墳墓など出土の石
器、土器、土製品、木製品、装身具、祭祀具、金属器など約５００点
［入館料］無料
［休館日］毎週月曜日（ただし２月１２日
は開館し、翌日休館）と３月２２日�
［問い合わせ先］徳島市立考古資料館（�６３７－２５２６）

▲庄遺跡出土の木偶（左）と剣形木製品（右）

［問い合わせ先］市立図書館（�６５４
－４４２１）

内 容

お話と絵本

腹話術

お話と手遊び

おんぶとだっこ
のふれあい遊び

エンジョイ
イングリッシュ

開催時間

１０：３０～
１１：００

１０：００～
１１：００

開催日

２月３日


２月１０日


２月１７日


２月２４日


２月２５日	

凡例： は申し込み先 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。問申



▲「女房装束（十二単）」

「「
おお
ひひ
なな
様様
にに
変変
身身
」」

参参
加加
者者
募募
集集

第７５２号 平成１９年２月１日 （４）

春
近
し
と
は
い
え
、
ま
だ

ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

こ
ん
な
時
期
に
こ
そ
、
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

か
く
い
う
私
は
、
ス
ポ
ー

ツ
大
好
き
。
小
学
生
の
こ
ろ

は
野
球
を
、
中
学
・
高
校
で

は
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
、

毎
日
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

１０
年
ほ
ど
前
ま
で
は
プ
レ

ー
し
て
い
ま
し
た
が
、
体
力

的
に
き
つ
く
な
っ
て
き
て
、

最
近
で
は
も
っ
ぱ
ら
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今
年
の
元
日
に
は
、
家
族

で
大
麻
比
古
神
社
に
初
詣
で

に
出
か
け
た
後
、
一
人
で
徳
島

市
内
ま
で
走
っ
て
帰

宅
。
そ
の
間
約
１
時

間
４０
分
。
な
か
な
か

そ
う
快
な
気
分
で
し

た
。フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
は

ま
だ
走
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ハ

ー
フ
な
ら
完
走
す
る

自
信
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
吉
野
川
マ

ラ
ソ
ン
に
参
加
し
て

み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

普
段
は
、
３
日
に
１
回
の
ペ

ー
ス
で
徳
島
中
央
公
園
周
辺
を

４
周
ほ
ど
軽
く
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。

こ
れ
は
も
う
習
慣
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
出
張
先
に
も
シ
ュ
ー

ズ
と
ウ
エ
ア
を
持
参
し
、
時
間

を
見
つ
け
て
走
っ
て
い
ま
す
。

私
が
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
「
太
り
た

く
な
い
」
と
い
う
一
心
か
ら
。

食
べ
る
量
を
減
す
の
が
嫌
な
の

で
、
そ
れ
な
ら
汗
を
か
こ
う
か

と
。
お
か
げ
で
最
近
は
少
し
や

せ
て
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
も
好
き
で
、

昨
夏
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
も
テ
レ
ビ
で
観
戦
。
徳
島

ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
の
試
合
に
も
、

昨
年
は
６
回
応
援
に
行
き
ま
し

た
。
昨
シ
ー
ズ
ン
は
最
下
位
と

い
う
残
念
な
結
果
に
終
わ
り
ま

し
た
が
、
今
年
、
新
体
制
と
な

っ
た
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
に
は
期
待

し
て
い
ま
す
。
試
合
会
場
全
体

が
盛
り
上
が
る
よ
う
な
い
い
試

合
を
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

私
は
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ

ん
に
日
ご
ろ
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
ん
で
も
ら

い
、
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
て

も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
で
き
る

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

や
ジ
ョ
ギ
ン
グ

な
ど
で
楽
し
く

汗
を
か
い
て
、

今
年
一
年
を
健
康
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。徳

島
市
長原

秀
樹

～～地地球球温温暖暖化化防防止止ののたためめのの取取りり組組みみににつついいてて～～
市市
民民
とと
市市
長長
のの

「「「「ととととくくくくししししまままま市市市市民民民民環環環環境境境境懇懇懇懇談談談談会会会会」」」」参参参参加加加加募募募募集集集集情

熱
徳島市では、今後の地球温暖化対策の推進方

法を議題とする「とくしま市民環境懇談会」の参
加者を募集します。

「
と
く
し
ま

市
民
環
境
懇
談

会
」
は
、
徳
島

市
環
境
基
本
計

画
に
基
づ
い
て

実
施
し
て
い
る

市
の
取
り
組
み

状
況
や
今
後
の

進
め
方
な
ど
に

つ
い
て
、
市
が

市
民
や
事
業
者

の
皆
さ
ん
と
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
お
考
え
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

﹇
対
象
﹈市
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
す
る
人
、
ま
た
は
市
内
に
所

在
す
る
事
業
者

﹇
募
集
人
員
﹈５
人
程
度

﹇
開
催
日
﹈２
月
１５
日
�

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈「
私
（
わ
が

社
）
が
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
に
実
施
し
て
い
る
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
ま
と
め
た
作
文

（
４
０
０
字
以
内
）
と
次
の
事

項
を
書
い
て
、
２
月
７
日
�
ま

で
に
、
郵
便
で
、
環
境
保
全
課

（
〒
７
７
０
―
８
５
７
１

幸

町
２
―
５
）
へ
。

記
載
事
項
▽
市
民＝

住
所
、

名
前
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
に
所

属
し
て
い
る
人
は
そ
の
団
体
名

▽
事
業
者＝

会
社
名
、
所
在
地
、

電
話
番
号
、
参
加
さ
れ
る
人
の

名
前
、
年
齢
、
性
別

汗をかいて健康づくり

－１０－

徳
島
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

博
物
館
の
ひ
な
人
形
展
。
今
回
、

初
め
て
公
開
さ
れ
る
江
戸
の
名

工
・
原
舟
月
作
と
伝
え
ら
れ
る

「
古
今
雛（
こ
き
ん
び
な
）」＝

写
真＝

を
は
じ
め
、
江
戸
か
ら

戦
前
に
か
け
て
の
ひ
な
人
形
の

名
品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
五
月
人
形
や
、

近
代
の
名
匠
た
ち
が
手
が
け
た

創
作
人
形
な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。

さ
ら
に
会
期
中
、
瀬
尾
静
子

き
も
の
学
院
学
院
長
の
瀬
尾

静
子
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

「
女
房
装
束
（
十
二
単
）」を

展
示
。
ひ
な
人
形
と
比
較
し

な
が
ら
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

﹇
と
き
﹈２
月
９
日
�
〜
４
月

８
日
�

■
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

﹇
と
き
﹈２
月
１０
日
�
・
３
月

３
日
�
・
４
月
７
日
�＝

時

間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
３０

分
〜
２
時
３０
分

■
関
連
行
事

十
二
単
（
ひ
と
え
）
を
着
て
、

お
ひ
な
様
に
変
身
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
変
身
し
た
姿
を
写
し
た

イ
ン
ス
タ
ン
ト
写
真
を
進
呈
し

ま
す
。

﹇
と
き
﹈
２
月
２５
日
�
午
後
１

時
〜

﹇
参
加
対
象
﹈小
学
生
以
上

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈往
復
は
が
き

に
、
名
前
、
年
齢
、
住
所
、
電

話
番
号
、
身
長
を
書
い
て
、
２

月
１５
日
�
ま
で
に
徳
島
城
博
物

館
（
〒
７
７
０
―
０
８
５
１

徳
島
町
城
内
１
―
８
）
へ
。
定

員
は
５０
人
。
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
行
事
も
参
加
は

無
料
で
す
が
、
入
館
料
（
大
人

３
０
０
円
、
高
校
・
大
学
生
２

０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料
）

が
必
要
で
す
。

２／９～
４／８
徳徳徳徳
島島島島
城城城城
博博博博
物物物物
館館館館
・・・・
春春春春
のののの
企企企企
画画画画
展展展展

ひひ
なな
人人
形形
のの
世世
界界

第
２２
回
国
民
文
化
祭
・
と
く

し
ま
２
０
０
７
の
文
芸
祭「
連

句
」（
１１
月
２
〜
３
日
開
催
）の

連
句
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

﹇
応
募
受
け
付
け
期
間
﹈
４
月

３０
日
�
ま
で
。
当
日
消
印
有
効

﹇
応
募
料
﹈
１
巻
に
つ
き
２
０

０
０
円
（
た
だ
し
、
海
外
在
住

者
お
よ
び
小
・
中
・
高
校
生
は

無
料
）

﹇
応
募
方
法
﹈
所
定
の
応
募
用

紙
と
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
便
振
替
払
込
受
領
証

ま
た
は
そ
の
写
し
を
添
え
て
、

文
化
振
興
課
内
・
第
２２
回
国
民

文
化
祭
徳
島
市
実
行
委
員
会
事

務
局
（
〒
７
７
０
―
８
５
７
１

幸
町
２
―
５
）
へ
。

※
詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
は
、

市
役
所
、
支
所
、
コ
ミ
セ
ン
、

公
民
館
な
ど
に
設
置
。
ま
た
、

同
実
行
委
員
会
へ
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
、
郵
送
も
可
。
徳
島
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

第第第
２２２２２２
回回回
国国国
民民民
文文文
化化化
祭祭祭
・・・
ととと
くくく
ししし
ままま
２２２
０００
０００
７７７

文文文
芸芸芸
祭祭祭「「「
連連連
句句句
」」」ののの
作作作
品品品
ををを
募募募
集集集

▲海辺を走る原市長＝昨年２月の津田駅伝大会

さささくくくららら作作作品品品展展展開開開催催催徳島ファミリー・サポート
・センター交流会

とととくくくしししままま動動動物物物園園園「「「「粘粘粘粘土土土土細細細細工工工工ココココンンンンテテテテスススストトトト」」」」
＆＆＆＆とととくくくしししまままフフファァァミミミリリリーーーララランンンドドド「「「「雪雪雪雪ままままつつつつりりりり」」」」 徳島市立中学校の障害児学級の生徒の作品

を市内２カ所で展示します。力作ぞろいです。
ぜひ、足を運んで
みてください。
［とき］２月１４日�～
１６日�９：００～２１：
００（最終日は１３：００
まで）
［ところ］ふれあい
健康館１階きっか
け空間

［とき］２月１９日�～２２日�９：００～１７：００（最
終日は１５：００まで）
［ところ］徳島市役所１階国際親善コーナー
［問い合わせ先］教育研究所（�６２１－５４３２）

交流会を開催
し、親子の触れ
合いや交流を深
めます。お気軽
にご参加くださ
い。

［とき］２月４日�１０：００～１２：００
［ところ］労働福祉会館４階（昭和町
３丁目３５－１）
［内容］人形劇の上演、手遊びやお面
づくりなど ［参加費］無料
［問い合わせ先］商工労政課（�６２１
－５２２５）、徳島ファミリー・サポート
・センター（�６１１－１５５１）

●粘土細工コンテスト
［とき］２月１１日	９：３０～１４：００
［ところ］とくしま動物園
［対象］保育園、幼稚園、小・中学校の児童生徒
［参加方法］９：３０～油粘土を配布（先着３００人）。作品の提出で参加
申し込み（無料）。そのほかの道具類は持参してください。
［審査］１２：００～１４：００に動物園センターで実施。金賞作品は同セン
ターで展示（承諾を得たもののみ）
●雪まつり
［とき］２月１０日�～１２日

［ところ］とくしまファミリーランド
［内容］人工の雪の山が出現
［問い合わせ先］とくしま動物園（�
６３６－３２１５）、とくしまファミリーラ
ンド（�６３６－３３３０）

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈環
境
保
全

課
�（
６
２
１
）５
２
１
３

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈徳
島
城
博

物
館
�（
６
５
６
）２
５
２
５

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈文
化
振
興

課
�（
６
２
１
）５
１
７
８
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